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1. 2023年3月期第3四半期の連結業績（2022年4月1日～2022年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年3月期第3四半期 47,943 14.5 434 △64.8 920 △48.7 591 13.6

2022年3月期第3四半期 41,854 6.1 1,234 101.4 1,794 70.3 520 △22.2

（注）包括利益 2023年3月期第3四半期　　943百万円 （526.7％） 2022年3月期第3四半期　　150百万円 （△75.8％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2023年3月期第3四半期 43.83 ―

2022年3月期第3四半期 37.14 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年3月期第3四半期 115,245 68,209 59.2 5,054.76

2022年3月期 100,458 67,918 67.6 5,037.45

（参考）自己資本 2023年3月期第3四半期 68,209百万円 2022年3月期 67,918百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年3月期 ― ― ― 50.00 50.00

2023年3月期 ― ― ―

2023年3月期（予想） 50.00 50.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2023年 3月期の連結業績予想（2022年 4月 1日～2023年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 66,000 12.8 1,200 △46.2 1,600 △43.2 1,100 △44.3 81.56

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有

（注）連結業績予想の修正につきましては、本日（2023年２月10日）公表いたしました「業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料８ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有
の会計処理の適用）」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年3月期3Q 15,325,642 株 2022年3月期 15,325,642 株

② 期末自己株式数 2023年3月期3Q 1,831,607 株 2022年3月期 1,842,873 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年3月期3Q 13,487,634 株 2022年3月期3Q 14,014,207 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

　なお、業績予想に関する事項につきましては、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説
明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第３四半期連結累計期間（2022 年４月１日～2022 年 12 月 31 日）におけるわが国経済は、ウィズコロ

ナへの移行の下で、感染症対策と経済活動の両立による持ち直しが期待されておりますが、長期化するウク

ライナ情勢の影響等による原材料やエネルギー価格の高騰、急激な為替変動等、依然として先行き不透明な

状況が続いております。 

砂糖業界におきましては、消費者の低甘味嗜好や安価な輸入加糖調製品・異性化糖・高甘味度人工甘味

料の増加等により砂糖消費量は減少傾向にあり、厳しい状況が依然として続いております。  

 このような状況のもと、当第３四半期連結累計期間の売上高は、主に砂糖事業及び飼料事業の売上の増加

により、前年同期比 14.5％増の 47,943 百万円となりましたが、経常利益は、砂糖事業及び飼料事業の損益

悪化により、前年同期比 48.7％減の 920 百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は、前年度に計上し

た持分法適用関連会社の株式売却損 675 百万円の影響がなくなったため、前年同期比 13.6％増の 591 百万

円となりました。 

 

セグメント別の概況は、次のとおりであります。 

＜砂糖事業＞ 

 砂糖セグメントの売上高は、清涼飲料向け等の需要回復に加え、販売価格の上昇もあって、前年同期比

15.7％増の 32,392 百万円となりましたが、エネルギーコストの増加等により、520 百万円のセグメント損

失（前年同期は382百万円のセグメント損失）となりました。 

＜食品事業＞ 

食品セグメントの売上高は、オリゴ糖等食品素材の売上増加等により、前年同期比 7.8％増の 1,914 百万

円となり、セグメント利益は、販売費等のコスト削減に努めたことにより、前年同期比 96.0％増の 31 百万

円となりました。 

＜飼料事業＞ 

飼料セグメントの売上高は、販売価格の上昇により、前年同期比 16.1％増の 9,235 百万円となりました

が、セグメント利益は、原材料価格上昇とエネルギーコスト増加の影響により、前年同期比85.2％減の113

百万円となりました。 

＜農業資材事業＞ 

農業資材セグメントの売上高は、主にそ菜用紙筒(移植栽培用育苗鉢)の売上増加等により、前年同期比

14.8％増の 2,363 百万円となりましたが、原材料価格の上昇の影響を受け、５百万円のセグメント損失（前

年同期は16百万円のセグメント利益）となりました。 

＜不動産事業＞ 

不動産セグメントの売上高は、前年同期並の 1,137 百万円となり、セグメント利益は、前年同期並の 727

百万円となりました。 

＜その他の事業＞ 

その他の事業は、書籍販売の減少等により売上、利益とも減少しました。 

その他の事業の売上高は、前年同期比2.6％減の900百万円となり、営業利益は、前年同期比20.2％減の

117百万円となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末比 14,786 百万円増の 115,245 百万円で、こ

のうち流動資産は、主に原材料及び貯蔵品の増加により前連結会計年度末比13,482百万円増の68,434百万

円となり、固定資産は、主に投資有価証券の時価の上昇により前連結会計年度末比 1,304 百万円増の

46,811百万円となりました。 

一方、負債の合計は、前連結会計年度末比 14,496 百万円増の 47,036 百万円で、このうち流動負債は、

主に短期借入金の増加により前連結会計年度末比14,728百万円増の37,355百万円となり、固定負債は、前

連結会計年度末比231百万円減の9,681百万円となりました。 
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純資産は、前連結会計年度末比290百万円増の68,209百万円となりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

2023 年３月期の業績予想につきましては、2022 年 11 月８日に公表いたしました 2023 年３月期連結業績

予想を修正しております。詳細につきましては、本日（2023 年２月 10 日）公表いたしました「業績予想の

修正に関するお知らせ」をご参照ください。 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

  該当事項はありません。 

 

 （株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

  該当事項はありません。 

 

 （四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用） 

  ①原価差異の繰延処理 

操業度等の季節的な変動に起因して発生した原価差異につきましては、原価計算期間末までにほぼ

解消が見込まれるため、当該原価差異を流動資産（その他）及び流動負債（その他）として繰延べて

おります。 

②税金費用の計算 

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引

前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、

法定実効税率を使用する方法によっております。 

  

（セグメント情報等） 

【セグメント情報】 

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 2021年４月１日 至 2021年12月31日）  

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

 報告セグメント 
その他

（注） 
合計 

 砂糖 食品 飼料 農業資材 不動産 計 

売上高 

外部顧客への売上高 27,987 1,775 7,954 2,058 1,153 40,930 923 41,854

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
162 21 11 14 93 303 7,163 7,467

計 28,149 1,797 7,966 2,072 1,247 41,233 8,087 49,321

セグメント利益 

又は損失（△） 
△382 16 768 16 714 1,133 147 1,280

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、貨物輸送、石油類の販売及びスポーツ施

設・書店の営業等を含んでおります。なお、セグメント間の内部売上高又は振替高は、実際の取引総額に基づいて

おります。 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該

差額の主な内容（差異調整に関する事項） 

（単位：百万円） 

利益 金額 

報告セグメント計 1,133 

「その他」の区分の利益又は損失（△） 147 

セグメント間取引消去 △46 

その他の調整額 0 

四半期連結損益計算書の営業利益 1,234 

 

 

 

 

 

日本甜菜製糖㈱(2108) 2023年3月期 第３四半期決算短信

- 8 -



 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 2022年４月１日 至 2022年12月31日）  

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

 報告セグメント 
その他 

（注） 
合計 

 砂糖 食品 飼料 農業資材 不動産 計 

売上高 

外部顧客への売上高 32,392 1,914 9,235 2,363 1,137 47,043 900 47,943

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
180 24 11 4 93 313 10,894 11,208

計 32,573 1,938 9,246 2,367 1,231 47,357 11,794 59,152

セグメント利益 

又は損失（△） 
△520 31 113 △5 727 346 117 463

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、貨物輸送、石油類の販売及びスポーツ施

設・書店の営業等を含んでおります。なお、セグメント間の内部売上高又は振替高は、実際の取引総額に基づいて

おります。 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該

差額の主な内容（差異調整に関する事項） 

（単位：百万円） 

利益 金額 

報告セグメント計 346 

「その他」の区分の利益又は損失（△） 117 

セグメント間取引消去 △30 

その他の調整額 1 

四半期連結損益計算書の営業利益 434 
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